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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ1）一7

　　　　　第／9回宇宙開発委貴会定例会議議壌要旨

∠・日●時　　　焔和4る年／0月20目伽

　　　　　　　　午後2時～4時

謁　場　所　　　宇宙開発序題会会談察

3　議　題’　（1）宇宙閨係機関1二三公社、NE：Kお・よび

　　　　　　　　　KPD）の宇翻係座高ついて，

　　　　　　　　（2）航空衛星についで

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　　　　　　（3）そ㊧他

4資科　　　　，　　、　一，

　　／9一／　前回議事要旨

　　／9－2．航空衛星会議の経過について
　　、！9－3一／、、電々公社における衛星通信関係の研究経過

　　　　　　　　　と研究予算．

　　　／9－3－2．昭和43～46年度放送用衛星開発のための

　　　　　　　　　締研究状灘照K）・　，，
　　／．9「3－3　三型省関係機関の衛星研究謝発状況

　　／9－4一！　∠6m感知ロケ累トモータ地上燃焼試験
　　　　　　　　　計画畜一

　　／9－4ム2、届m固伽妙トモー燃焼試験艦膳
　　　／9「4－3・．そりつξモータ「

、5か出席者

　　　　　　〃　　　・　吉1識．雅夫　ン

　　　　　　4　，　　　八藻禧禧』1

　　　　　　　　’

関係省庁職貝等

　科学技術庁研究調整局長　　　　　，石　川　晃　夫

　　　〃　・〃宇宙開発参事官　　’　　市　瀬　輝　雄

螂省慮術局線官　　熊虫鈴木専

瀬酵�ﾈ重工華局次長・・　御古家請響

　　　〃　　　工采技術院総務部長　　片　山　石「郎

　　　　∫　　　　　　　　　　　　　・（代理：粟井）
，’

u瀬丁翻
　気象庁総務部長　・　　㍉　　　　’上・・平　輝‘夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　c代理：気賀沢）

　海上保安庁総務部長　　　　　　　　堤　　●　　毅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代埋こ杉本）

　郵政省電波監理局蕃議官　　　　太原幹夫・
　　㌦　　　　．、　　　　　・　　　　（代理；上田）

　　　〃　　’〃　無線通信部長　　　’　大’塚　次　郎’

　　　〃　　〃　　　　　　　　　ド　佐　藤

　建設省大臣官房技術参事官　　　　　増　岡　康馬治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：・須田）

運輔腔局締繍翻無．吉田泰二良β
　　　・グ　〃　無線課　　　米本、
棘大学宇宙鯉研究所鶏諌　松本一’

　　　〃武蔵野適信研置所伝送窃究部長池上．文夫

●

●
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6．議事要旨

　∠塾前画議事要旨について

　　　前回議事要旨が確論された。　、
、

　訟’三々公社の宇宙関係経費について　●　　’、

　　小口文r一仮術局長から説明があったのち、質疑応答が行なわ

　　れた。

脚融社で現鰍細いる階は・終騨喉
　　　　用化を翻れるの聯う三生階で計鰍

’．てるζξは嬬磁つやるか9

　　三吟は調和52敏／・・κ揃吐衛畢打ち上げるこ

　　　　とを目途に進めている。その後は附和50年露出に、大

　　　速な衛星をあげてもらえばいいと考えている。

　　三島吟御蜘の調をたてていくたφ眼贈や一ザ9

　　　　一の要望が知りたい6

　　小r：長期の繰たて騨の論肱計騨みたこξ

　　　　はないが、現在の通信事惰に限り、衛星を打ち上げるこ．

　　　薄への難はζそれ鰍き鱗い・．甲り癖鯵

　　　　て・当面・地上編でカバー綱能燭り・勢ところ

　　　　300κ少以上り衛星の採算面の利点はみつけにくい。’

　　　昭和5∵0年代にういてめ大ざつばな見通しは以上のよう

　　　なものである・現在は基岬究を働上げτいくこ挺

　　　専1念したいと思う『6

＼

　　　　網島劃ロケットの開発計画を正確峰たでるためには・需要面の資

　　　　　　耕も必要なのでそのための検討も、今後お願い．したい。・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　、
　　　　小口、：昭和50年代には技術的な余裕がかなり生じると思う。、照

　　　　　　和50年代後半の計画については明年開始の予定だが、孜術予

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魅
　　　　　　測をするだけの力量倣あると考えている6

　　　　石川：．略和52年を目途に／00κ9の衛星をれち上げるというの．

　　　　　　はどういらこど：か。

　　　　小口3昭和52年に通信実験衛墨が打．ち上げられる予定となって

，、
@　いるの凧それ燗給うよ禰究を蹴るというζと窃’

　　　　　　る・撒駕のデ潮岬後は輝鯉としての婦の完虞

　　　　　　雌劇間鴨要鰍考穿下1いる・

　　　　砂実即化試輔については⑳ζう欄を行なってい脇

　　　　小ロー：研究開発の目安としては、餌来るだけ小さな四々局での使i

　　　　　　用を可能に鍋よう賭冬ているが・どとまで欝の緬で・

　　　　　　ll可能麓粘きる．こと畷しい9＿一

　　　　鵬：現在・ロケジト，を開発するや照5年糠の騎西硯

　　　　　　遡しで侭目標を定めにくく、また、・長期の計画を作る旋あに

　　　　　　はく3ρ倣季ooκ1といつだ醜の衛星につ呼の欄・

　　　　　　も必要となるので、郵政省を含めてご協力をお願いしたφ。

’
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●
．

＿二．

3N肱の宇品係齢につい丈．

　　　遠藤敬二総合技術研究所主任研究員から説明があっためち、　　．，

　　細芯答が行伽た・ゴー7・・ご
　　鶴1隅の難囎明標鷹星を利胤燥団扇＼．
　　　　一それとも祷組の：地方局べの伝送か。

　　遠藤：二六受信であろd’　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　紬島：その目標は、国内放送のみか。・　亀　　匿一

　　灘：低麟蹴含めた広域放送を牒としている・一　、1

　　編島：ABU三二で考えられているもりと同様のシ夙テ功め

　　遠藤茎若干・異なっている。，　　　　　　　．　　　　　　　　’・

幽幽聯上げり／二・噸止癖星にはど鱒．

　　　　癒ものをのせる計画か。．二

　　速藤i、！00κ9では容量が小さいので実験用の中継器三度しか

　　　　のら加であろう・、　弓1一．

　　鵜：麟以外で・今紫嫁騨星が完成されて幅鶴あ・

　　　　砥・・弓．一ご．＼・’1一．一三こ

　一遠藤：！974年にイン嚇∫テレぜ放送の実用花実験を考えて

　　．／　　　　　　　丸、　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・一

網島’：÷つの醒を多く鯛で心する場合・鱒徽齢ど

、　．鱒に勲る叫・∫一㌧・二・　f’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　’　　　　　　『ラ1

　　　　　齢：建て前玖受信畔自割信し脚を綱々の『

　　　　　　　鶴鞭爽中継し・艇囎拓としへうごと噂る・

　　　　硯．KDP岬関係隙隙1・＼∫∫∵　’
　　　　　　梅次郎郵政舗生理局無纐信部長から謹勝あった・

　　　　5　航空衛星について　　　　　　”．
　　　　　　　　　●　　　　　　r’　。　　　　　　一　　・　　　　　　　　　　　’　．　一

　　　　　　運輪航空局技術部・編出泰二郎無線課長から講ゴ醐つたの

　　　　　ぢ質疑応奥行なわ糠Q’．減”一　●：、｝．

　　　　　嘩：、エ．CA・岬らた騨劃麹蝦案に？風日本

　　　　　・の態謄ど鉢ちに駈ているか・り勲そρ糊はどのよう．
　　　　　　　1「　・　　・　　，　　　　　．　　　　　　む

　．　・な形峰なやかσ’　　　一1ひ．

　　　　　真鯵力1のた鵬を踊出さな⑳・醐にrい丁今微

　　　　　　　り組砂どうかの瀬を追興るζととなろう・また・漣用
　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　リヒ

　　　　　　　につゆ馴醐劃螂磯i髄になるので・著

　　　　　　　回国の腔主管庁レ勲で騨さ樋ζとと筋％・、

　　　　　八’藤嘩σむに加盤する国はFAA及び面SROり奢名後／210

・・ @．・r以醜名蹴嘩聯力ぎr噸を二過ぎ脚
　　．迦糊軌ま七三力⑳航空騨糊する場今
　　、　　　　はどうなるか。マ　・　 　．　．町・

　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒロ

　　　　　吉田3前稗つ呼妹＼櫨ゆ齢が1腰と筋う諒三三

　　　　　．∫鞭国の拠につ喚糊椛とることとなう弧や

　　　　　　　方法、価格等は不明で南る。∫

　　　　　　　！　　　　　　　　　　▼　　　　　‘
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●・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、＼．　・

購：M・Uぺの参加のメリットはどのよ微も触∴

．吉甲ご力曜噸の卿oo那ノレ以外には糊科をとr傘隔

　　”いこと、醒の三二が郎1に出来ること蹴空衛星システ云

　　　の開発に参画できるので、叔術の習得が可能だとい’う：ことな’

　　　どである。　　’　．’『一　　　　　．

　　　は．どうなるか。・

　吉田：現磁定は79年迄のものなので、寿命はそれまでは待つと

　　　思うが、その後は新四三のもとで再出発するこどとなる。一

ゾ磯鵬賄どのようなも叫・㌧一一，
調：利脚ため嘱のど詩ト・→レの物のも？粥えられ

　　　傭り・糊のた：脚鱒融群／三つき4矧醸を

　　　1凹し下野こ繊城・一洋上階蘭瓢いる齢
　　　勃即ため・とれ親合った数とな？てい，る・日本として

　　　も現在の洋上管制局の発三型として、一この地球局を確保する

　　　ことは：意義があると考えられる6’

鵬：・1それではこの醒の利用は航蟹制のみ醸輝嫡

　　　のか。

．識その融で脚1灘哺を駅脚下噸、．
　　　脚び二部三門てζ彫になうと酵紬◎，

　　　　締＝汐80靴紳ては騨醗がすすめば新し嘲繍構，
　　　　　　成される可能性があみのか。　　，．　・・一二l

　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　J　　　　　　　　　　、

　　・吉臥その勘であるq．㌧r・唱’．、い㌃

　　　　仙県：こり髄に加盟し即下卿・砺ドルの負郷報開発．

　　　　　　予算になるのか、単なる航空予算になるのか。－9

　　　旧師こ9）縦の中では醗途上で得られた二三加州与え

　　　　　　．られるという条文があるのでぐ宇宙開発予算と考えることも’

　　　　　　可能ではあると思う』

　　　　山県：今から三星あ設計に参加できるのか。1

　　　　三脚設計への参加は鱗で紡鄭・今後の設淵纈への参加

　　　　　　，の可能性はあると思われ．る。　・．・

　　　（6）●二野響湘ρ団体・”セ磯門門験雌につ呼

　　　　　宇齢七二凹田掘システ二三蘇かち三三あっ牟・

　　　　編：これ醐発研究⑳でどのよ，う雄髄しめるか・、

　　　　黒由：初期には、躰妙トの設計のために計画された施設であ

　　　　　　　ノ
　　　「『あ瓜今後、禰Jブースタ「の瀞靴用いる予定である・，．

　　減　　　費源衛星について

　　　（7）．事務彫・ら、か奴わ胆力・ら提案しかたNASAの門衛

　　　　星へのプロポーザルが採用されたの電報があった旨の報告があっ

　　　　た⑱ち、質疑応答が行なわれた。

　　　　辿三吟後の予定はど微？ている三七・’．
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　　　　　　　　　モ，「・　　　　　　　　’　　　　　『　　　・　　　　覧．

　　　　　　　　　b　’

　　　　三三綿弓げ嚇警s刷A徳星を組繍費

・貯・・「タ三訂競ρ勒と点る・ζ騨客
　　　1！で∵ノい∵NAISA・との間に協定が必要となろうg．　　　　　　∵・

　　．1∴1∴＝，デー’タめ取得は72年喰以降になるど思うb　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　．山康唱本のデ「綬入れ縮灘どう一4砂・’　・．∫．

　　＼毎回・’講鋤予・丙の蠣継翻欝樋じて懸詞齢．、

著　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　坐…　’∫　㌃「・「、1ジ馳・・　1’㌃『1．．・．”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’

　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．2，’．－』1’亀．．．・・，1

　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　．　　　・噛　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　舳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　し　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖

　　　　　　　　　亀　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘　で　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一多1

　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《箪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　噺　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　、

、


